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『城西大学語学教育センター研究年報』への投稿は次の要領に基づいて行われること
とする。

１．投稿資格は原則として本学語学教育センター所属の専任教員、および非常勤講
師に限る

　　（専任教員との共著者も可）。
２．投稿原稿の内容は未公刊のものとする。
３．投稿原稿の種類は研究論文、研究ノート、翻訳の３種類を基本とする。
４．投稿原稿の長さは和文２０,０００字、欧文８,０００ワード以内を原則とする。
５．和文の場合は欧文の表題、執筆者のローマ字表記を必要とする。
６．図・表は合わせて１０枚以内とする。
７．原稿は原則としてパソコンで作成し、USBメモリーとプリントアウトしたも

のを編集委員に提出する。
８．印刷の体裁は編集委員に一任するものとする。
９．研究論文の場合は査読をへて編集委員会において掲載の可否を決定する。
１０．掲載された論文等の著作権はすべて城西大学語学教育センターに帰属する。ま

た掲載された論文等はすべて大学のリポジトリー（JURA）にて公開する。
１１．締切りは９月末日とする。
１２．執筆者には抜き刷り３０部を無料配布する。それ以上は執筆者の自己負担とす

る。

　　付則
　この規程は平成２２年４月１日より施行される。

＊　平成２８年１１月１８日　一部改正
＊　平成２９年４月１９日　一部改正

『城西大学語学教育センター研究年報』投稿規程
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